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中
央
図
書
館
内
の
「
池
田
文
庫
」
が
、
本
年
5
月

8
日
で
開
設
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念

し
て
、
２
０
１
７
年
５
月
３
日
か
ら
６
月
25
日
に
か

け
て
「
池
田
文
庫
開
設
20
周
年
記
念
特
別
展
創
立
者

と
読
書
の
世
界
」
を
開
催
し
ま
し
た
。　

　

池
田
文
庫
は
、
創
立
者
池
田
大
作
先
生
が
「
お
金

の
な
い
と
き
も
、
我
が
子
の
よ
う
に
大
切
に
し
て
き

た
」
７
万
冊
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
哲
学
、
政
治
、

経
済
、
法
律
、
科
学
、
文
学
な
ど
幅
広
い
分
野
の
図

書
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
中
か
ら
、「
池
田
文
庫
開
設
の
淵
源
」

「
戸
田
大
学
と
創
立
者
の
若
き
日
の
読
書
」「
読
書
と

豊
か
な
人
間
性
」
の
3
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
展
示

を
行
な
い
ま
し
た
。　

１
階
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は

２
０
０
４
年
に
創
立
者
が
中
央
図
書
館
に
来
館
さ

れ
、
勉
学
に
励
ん
で
い
た
学
生
に
激
励
の
言
葉
を
掛

け
て
く
だ
さ
っ
た
際
の
写
真
な
ど
、
創
立
者
と
中
央

図
書
館
を
結
ぶ
様
々
な
写
真
や
記
事
を
展
示
し
ま
し

た
。

　

パ
ネ
ル
で
は
創
立
者
の
読
書
や
勉
学
に
対
す
る
姿

勢
や
想
い
を
、
著
書
『
若
き
日
の
日
記
』
や
随
筆
よ

り
紹
介
。
創
立
者
が
師
事
し
た
戸
田
城
聖
先
生
の
も

と
で
学
ん
だ
際
に
使
用
さ
れ
た
教
科
書
や
、
創
立
者

の
揮
毫
が
あ
る
図
書
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。　
　

「学生選書ツアー」開催！

6 「創立者の語らい」電子化記念
Soka Book Wave アウォード
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探検心を芽吹かせる
図書館 !!

高見 一正 教授

　

西
暦
二
〇
〇
〇
年
が
近
づ
く
こ

ろ
に
、
ユ
ビ
キ
タ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
技
術
が
実
用
化
さ
れ

始
め
た
。
超
小
型
化
さ
れ
、
そ
れ

ら
が
相
互
に
通
信
で
き
る
機
能
を

持
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
い
た
る

と
こ
ろ
に
偏
在
し
、
人
々
の
生
活

を
支
援
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

た
。
人
間
が
生
活
す
る
空
間
、
移

動
す
る
場
所
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が

寄
り
添
い
、
人
々
の
状
況
（
困
っ

て
い
る
、
迷
っ
て
い
る
、
寂
し
い

気
分
、
他
）
を
察
し
て
、
人
々
を

優
し
く
助
け
る
。
高
性
能
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
組
み
込
ま
れ
た
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も
ユ
ビ
キ
タ
ス
コ

ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
ヒ
ュ
ー
マ

ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
提
供

す
る
一
つ
の
端
末
と
し
て
普
及

し
て
い
る
。
ま
た
、
簡
易
な
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
薄
い
フ
ィ
ル
ム
内
に

加
工
し
て
張
り
込
み
、
電
波
を
送

受
信
で
き
る
ア
ン
テ
ナ
も
備
え
た

Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ (Radio Frequency 

ID
entification) -tag

（
写
真
１
）

も
低
価
格
で
製
造
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
タ
グ
に
は

電
池
は
内
蔵
し
な
く
て
も
、
周
囲

の
セ
ン
サ
、
等
の
電
磁
波
を
感
じ

て
、
演
算
器
と
そ
の
内
蔵
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
起
動
で
き
る
。

　

そ
の
一
つ
の
応
用
例
が
図
書
館

で
の
蔵
書
の
管
理
で
あ
る
。
図
書

の
一
冊
一
冊
に
こ
の
タ
グ
（
写
真

２
）
を
貼
り
付
け
、
貸
し
出
し
と

返
却
の
効
率
化
に
寄
与
し
て
い
る
。

借
り
た
い
図
書
を
専
用
の
タ
グ
読

み
取
り
装
置
に
か
ざ
す
だ
け
で
借

り
ら
れ
る
。
ま
た
、
返
却
処
理
も

同
様
に
簡
単
で
あ
る
。
学
生
証
も

類
似
の
技
術
で
カ
ー
ド
化
さ
れ
て

い
る
の
で
、
貸
出
者
入
力
手
順
も

簡
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
貸
出
統

計
処
理
も
迅
速
に
で
き
る
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
将
来
の
応
用
例

を
利
用
シ
ー
ン
で
示
す
。
図
書

に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
寄
り
添
っ

て
い
る
の
で
、
返
却
期
日
が
近
づ

く
と
貸
出
者
に
図
書
館
の
貸
し
出

し
サ
ー
バ
か
ら
の
メ
ー
ル
通
知
も

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
気
づ
か

な
か
っ
た
時
は
、
図
書
の
タ
グ
か

ら
近
接
無
線
通
信
を
使
っ
て
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
そ
れ
と
無
く

通
知
し
、
注
意
を
促
す
。
通
知
先

は
そ
の
人
の
在
圏
場
所
に
応
じ
て
、

様
々
な
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
表
示
さ

れ
る
。
例
え
ば
、
部
屋
の
中
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
い
る
と
図
書

の
タ
グ
が
反
応
し
て
そ
の
パ
ソ
コ

ン
の
画
面
に
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
れ

る
。
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
時
も
同

様
で
あ
る
。
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
に

い
る
と
き
は
鏡
に
表
示
さ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
キ
ッ
チ
ン

で
料
理
し
て
い
る
の
な
ら
、
冷
蔵

庫
の
扉
や
キ
ッ
チ
ン
テ
ー
ブ
ル
に

表
示
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。
ま
た
、
借
り
た
図
書
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話
し
合
い
、
そ
こ
ま
で
の
ル
ー
ト

を
見
つ
け
る
。
本
人
が
歩
き
始
め

る
と
中
継
す
る
タ
グ
が
「
こ
こ
を

ま
っ
す
ぐ
」「
そ
の
角
を
右
」
の
よ

う
に
音
声
又
は
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
表

示
で
案
内
し
て
く
れ
る
。
ル
ー
ト

は
必
ず
し
も
最
短
で
は
な
い
。
個

人
の
興
味
と
一
致
す
る
図
書
が
配

列
さ
れ
て
い
る
経
路
を
通
知
し
、

そ
れ
ら
の
書
籍
を
見
な
が
ら
歩
く

こ
と
で
、
潜
在
す
る
嗜
好
へ
の
気

づ
き
を
与
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

ま
た
、
タ
グ
が
自
身
の
書
架
と
棚

の
位
置
を
認
識
し
て
管
理
サ
ー
バ

に
自
律
的
に
送
信
す
れ
ば
、
一
元

管
理
に
も
支
障
は
な
い
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
実
現
で
き
れ
ば
、
分

類
ご
と
に
綺
麗
に
棚
に
整
理
さ
れ

て
な
く
て
も
空
い
て
い
る
棚
に
返

却
さ
れ
た
本
を
戻
す
だ
け
で
、
管

理
も
楽
で
あ
る
。

　

個
人
の
嗜
好
と
書
籍
間
の
関
係

性
を
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
図
書
館

で
勉
強
中
に
読
書
中
の
書
籍
に
関

連
す
る
書
籍
と
そ
の
位
置
、
読
ん

で
い
る
ペ
ー
ジ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

見
計
ら
っ
て
、
レ
コ
メ
ン
ド
し
て

く
れ
れ
ば
、
興
味
の
深
さ
が
深
ま

り
、
図
書
館
で
一
日
を
ゆ
っ
く
り

読
書
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。

電
子
書
籍
が
普
及
し
、
実
物
の
書

籍
を
手
に
取
っ
て
、
読
む
機
会
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト

で
の
バ
ー
チ
ャ
ル
な
探
索
も
楽
で

よ
い
が
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
仕

組
み
で
図
書
館
内
を
さ
迷
い
な
が

ら
体
感
で
き
る
探
検
を
組
み
込
む

と
新
た
な
知
識
の
発
見
の
楽
し
さ

も
倍
増
す
る
。
Ａ
Ｉ(Artificial 

Intelligence

：
人
工
知
能)

で
こ

れ
ら
の
人
の
流
れ
と
書
籍
の
貸
出

し
状
況
、
借
り
た
個
人
の
嗜
好
に

関
す
る
デ
ー
タ
を
学
習
さ
せ
、
よ

り
ア
ト
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
書
籍
配
置

が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

が
部
屋
の
中
で
ど
こ
に
在
る
か
わ

か
ら
な
く
な
っ
た
場
合
は
、「
い
ま

ど
こ
？
」
と
話
し
か
け
る
だ
け
で
、

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

か
ら
置
い
て
あ
る
部
屋
の
場
所
か

ら
、
例
え
ば
「
冷
蔵
庫
の
上
に
い

る
よ
！
」
と
返
答
し
て
く
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。

　

一
方
、
図
書
館
に
は
蔵
書
が
た

く
さ
ん
あ
る
た
め
、
借
り
た
い
図

書
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
探
す
の
が

大
変
で
あ
る
。
検
索
用
の
パ
ソ
コ

ン
か
ら
書
籍
名
等
で
検
索
し
て
書

架
と
棚
の
番
号
、
等
の
位
置
情
報

を
確
認
し
て
移
動
す
る
方
法
も
あ

る
。
少
し
未
来
か
も
し
れ
な
い
が
、

タ
グ
同
士
が
通
信
し
て
、
借
り
た

い
図
書
の
場
所
ま
で
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
し
て
く
れ
る
と
あ
り
が
た

い
。
例
え
ば
、
図
書
館
に
入
り
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
書
籍
名
を
入

力
す
る
と
近
く
の
タ
グ
が
通
信
を

開
始
し
、
希
望
の
書
籍
の
タ
グ
と

理工学部 情報システム工学科

写真 2：図書に貼り付けられたタグ 写真 1：RFID-tag の原型の例
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　中央図書館内の「池田文庫」が、本年 5 月 8 日で開設 20 周年を迎えました。これを記念して、

2017 年５月３日から６月 25 日にかけて「池田文庫開設 20 周年記念特別展創立者と読書の世界」

を開催しました。　

　池田文庫は、創立者池田大作先生が「お金のないときも、我が子のように大切にしてきた」

７万冊からなり、哲学、政治、経済、法律、科学、文学など幅広い分野の図書を所蔵しています。

　それらの中から、「池田 文庫開設の淵源」「戸田大学と創立者の若き日の読書」「読書と

豊かな人間性」の 3 つの テーマに沿って展示を行ないました。

　１階の展示コーナーで は 2004 年に創立者が中央図書館に来館され、勉学に励んでい

た学生に激励の言葉を掛けてくださった際の写真など、創立者と中央図書館を結ぶ様々な写真

や記事を展示しました。
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　　　第１２回読書展
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十人十色～本の顔～ 
　

創
大
祭
が
開
か
れ
た
10
月
８
・
９
日
に
、
中
央
図
書
館
で

Soka Readinhg Project

（
Ｓ
Ｒ
Ｐ
）
に
よ
る
読
書
展
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
読
書
展
の
テ
ー
マ
は
「
十
人
十
色
～
本
の
顔
～
」

と
題
し
、
本
の
表
紙
、
装
丁
に
つ
い
て
の
研
究
発
表
の
展
示

を
行
な
い
ま
し
た
。

　

１
階
の
展
示
ブ
ー
ス
で
は
絵
本
・
児
童
文
学
、
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
、
恋
愛
、
ミ
ス
テ
リ
ー
、
歴
史
の
５
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
か

ら
本
を
選
び
、
デ
ザ
イ
ン
の
特
徴
や
作
成
の
仕
方
な
ど
様
々

な
視
点
か
ら
み
た
研
究
発
表
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
展
示
を

ご
覧
頂
い
た
方
か
ら
も
「
装
丁
を
と
り
あ
げ
た
の
は
今
ま
で

に
な
い
観
点
で
面
白
く
拝
見
し
た
」「
読
み
た
い
と
思
え
る

本
の
紹
介
が
多
く
楽
し
か
っ
た
」「
今
は
機
器
で
読
む
時
代

で
も
、
本
に
ふ
れ
紙
の
香
り
を
嗅
ぐ
と
気
持
ち
が
落
ち
着

く
」「
過
去
読
書
し
た
作
品
を
思
い
出
し
た
」「
本
の
顔
で
内

容
を
想
像
す
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
」
等
、
好
評
の
声
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
本
棚
を
模
し
た
ポ
ス
タ
ー
に
、
お
気
に
入

り
の
本
の
タ
イ
ト
ル
を
加
え
て
本
棚
を
完
成
さ
せ
る
コ
ー

ナ
ー
や
、
２
階
ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
ル
ー
ム
で
は
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
の
開
催
、
Ｓ
Ｒ
Ｐ
の
メ
ン
バ
ー
が
、
来
館
さ
れ
た
方
の
前

で
お
気
に
入
り
の
本
の
魅
力
を
ア
ド
リ
ブ
で
プ
レ
ゼ
ン
す

る
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。

第 12 回読書展
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『創立者の語らい』電子化記念
Soka Book Wave アワード

！』『創立者の語らい』の電子化を記念して、
Soka Book Wave アワードを行います。

　Soka Book Wave アワードとは、対象図書を読んで、
優れた感想文を提出した方に図書カードを進呈する企画です。

　今回は『創立者の語らい』第１巻～第５巻から優れた感想文を
提出した方に 500 円分の図書カードを進呈します。

　図書カードの進呈は毎月上位 10 名です。電子で読むのはもちろん、
紙の本で読んでも構いません。投稿をお待ちしています！

【対象図書一覧】
『創立者の語らい』第１巻～第５巻

※電子版では現在のところ第２巻まで閲覧できますが、
毎月、閲覧できる巻次が増えていく予定です。

              【期間】９月 13 日（水）～１２月２０日（水）

           【対象】学部生・短大生・別科生・留学生（※言語は日本語のみ）

【Soka Book Wave アワードの応募方法】
１．Soka Book Wave に登録する 
( 新規ユーザー登録はこちら　https://lib.soka.ac.jp/SokaBookWave/entry/kiyaku.php　)
２．Soka Book Wave のウェブサイトから各月の「月間アワード対象図書」から感想文を提出する

・アワードの入賞者の発表は直接、メールでご連絡します。
・翌月の中旬に中央図書館カウンターで図書カードをお受取ください。
・なお、感想を投稿すると、優れた内容の感想文はウェブに公開されます。

『創立者の語らい』電子版についてはポータルサイトをご覧ください。

　

９
月
９
日
（
土
）、紀
伊
國
屋
書
店
新
宿
本
店
に
て
、「
学

生
選
書
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
学
生
選
書
ツ
ア
ー

は
、
図
書
館
に
置
き
た
い
本
を
書
店
で
直
接
選
ん
で
い
た

だ
く
企
画
で
す
。

　

当
日
は
秋
晴
れ
の
さ
わ
や
か
な
お
天
気
の
も
と
、
15
名

の
学
生
の
皆
さ
ん
と
、
前
田
館
長
、
図
書
館
職
員
3
名
が

参
加
し
ま
し
た
。学
生
の
皆
さ
ん
は
90
分
の
時
間
の
中
で
、

全
員
で
約

700
冊
を
選
書
し
ま
し
た
。

　

今
回
選
書
さ
れ
た
図
書
は
、
参
加
者
の
手
作
り
に
よ
る

本
に
対
す
る
思
い
が
篭こ

も

っ
た
紹
介
Ｐ
Ｏ
Ｐ
と
共
に
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

『学生選書ツアー』開催！！』 学部生・短大生対象



〒 192-8577　東京都八王子市丹木町 1-236

http://lib.soka.ac.jp

冬季長期貸出のお知らせ

中央図書館
開館日程

通常開館時間　　8：30 ～ 21：00

10：00 ～ 17：00

10：00 ～ 19：00休館
9：00 ～ 21：00

図書館掲示板TOSHOKAN KEIJIBAN

　終戦間もない 1947 年に、「読書の力によって、平和な文化国家を作ろう」という強い想いから読書週間は始
まりました。第２回からは期間を文化の日をはさんだ１０月２７日～１１月９日とし、この２週間に毎年開催さ
れています。また、読書週間が始まる１０月２７日が「文字・活字文化の日」に制定されています。
　秋は、夏の暑さが落ち着き夜がすごしやすくなる季節です。まさに読書をするにはうってつけです！読書の秋
に思い切り本を楽しみましょう！

学部生・短大生・別科生などの２週間貸出者

大学院生・教職員・学外利用者などの４週間貸出者

12 月 8 日（金）～ 12 月 25 日（月）
一斉返却日

1 月 11 日（木）

　日に日に寒くなりキャンパスの木々も色づき始め、秋の到来を感じる季節となってきまし
た。１２月８日から冬季休業に伴う長期貸出期間が始まります。何かと慌しい年末ですが、
図書館で借りた本でホッと一息、こたつの中でみかんとお茶をお供に読書に浸りませんか？

12 月 8 日（金）～ 12 月 12 日（火）

11 月 12 月 2018 年 1 月

7：30 ～ 21：00早朝開館

ひざ掛けご用意してます
　11 月に入り、八王子も寒い日が続くようになってきました。中央図書館ではカウンター前
に貸し出し用のひざ掛けをご用意しています。昼間は暖かかったけど、夜になってきて冷え
込んできたときは遠慮なくひざ掛けをご利用ください。

2018 年


